
2002年（平成14年）6月　第617号〔６〕

本庁市民課・国民健康保険課の窓口は毎日午後６時まで開いてます。（土・日、祝日を除く）

乳幼児医療費助成制度 ♥子育て教室（予約制）♥ 児童手当現況届の提出について！

♥かみかみ講演会♥

お問い合わせ：健康推進課（予約先）
　862-9016　　862-4266

お問い合わせ
こども課　乳幼児医療係
　867-0111〈内線2599.2523〉

＝受給資格がないと請求できません。手続きはお早めに！＝

乳幼児の医療費を助成します

那覇市民である３歳未満の乳幼児

の医療費について、医療保険適用

分の自己負担額を助成します。

●場所／那覇市保健センター
●時間／午後1時～4時30分（受付：12時45分より）
●内容／各期3回シリーズ（母子手帳持参）
　　　　・医師による講話・離乳食実習（エプロン持参）
　　　　・子育ての情報交換
●対象／生後1～5か月の乳児のお父さん・お母さん

　児童手当を受給している方は、毎年6月中に所得状況および児
童の養育状況を確認するため現況届を提出しなければなりません。
　この届は、引続き受給できるかを決定する大事な届です。届を
提出しない場合は６月以降の手当が受けられなくなりますので必
ず提出してください。

問い合わせ先　　市民課　　児童手当係

　867-0111　（内2573・2329）

※６月始めに那覇市役所から現況届の用紙と受付
　日程表が届きますので、現況届の用紙をご持参
　のうえ指定された期日及び受付場所にて申請し
　てください。

※前回、所得超過で児童手当を受けられなかった方はご確認ください。６月開始から
　は、平成14年度（平成13年１月１日～平成13年12月31日まで）の所得で判定します。

受付期間　6月中（指定日有り）

受付場所　本庁・3支所（割振り有り）

●場所／平成14年6月8日（土）那覇市保健センター
　　　　平成14年11月7日（木）　　　〃
●時間／午後2時～4時（受付：1時30分より）
●対象／妊婦～3歳頃までの乳幼児のお父さんお母さん
●講師／歯科医師（栄養士による離乳食相談もあります）

あごの発達とかむこと、むし歯の予防等に
ついて、実体験をもとにしたスライド放映や、
楽しくユーモアあふれた子育てについての講演会です。
　是非ご参加ください。（予約は不要です）

～～～～～～～～～～～

※プログラム順不同

第1期 6月12日（水）6月19日（水）6月26日（水）●場所
・那覇市役所　本庁３階　こども課

●交付に必要なもの
・健康保険証（乳幼児が掲載されて
　から）
・印鑑（認印でよい）
・預金通帳（郵便局以外で、名義人
　は保険証の世帯主）

忘れない
でね！

那覇市で収集しない「ごみ」の主な処理先

環境業務課　　889-3092

民間の主な処理先

料金等の例示 ※出張回収費は別途

品　　　　　　目

LPガスボンベ

廃タイヤ

オートバイ

石、土、建築廃材等

ベッドマット、ソファー

（スプリング入）その他

タンス ……………………… 500円～1,500円
畳 ……………………………………… 500円
ソファーベッド………………………1,500円～
バッテリー………………………………500円～
テーブル（食卓等）…………300円～1,000円
オートバイ……………………………2,000円～
タイヤ…………………………………1,000円

沖縄県高圧ガス保安協会

販売店に引き取ってもらっ

てください。

解体屋

とみしろ建材　　850-6482

牧港商事　　　　889-0319

沖縄県産廃協会　890-4360

処 理 相 談 窓 口

　
『
人
権
』
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送

る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。

　
自
分
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
に

人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６
月

１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
沖
縄
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に

お
い
て
も
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
那
覇
市
に
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
の
方
々
が
下
記
の
通
り
20
名

お
り
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
街

の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　
人
権
に
つ
い
て
の
お
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

人権を守り、明るい社会に

6月1日は「人権擁護委員の日」

お問い合わせ　市民活動課　　862-9955

前　里　　弘

高　良　ミチ子

平　良　　菊

崎　山　敦　子

比屋定　喜代子

幸　地　良　明

野　里　葉　子

宮　里　絹　子

山　里　盛　智

新　垣　誠　毅

862-5858

887-6053

857-4755

884-0277

832-5820

836-5405

884-4114

836-4741

855-7785

887-4873

牧志2-16-23

首里寒川町1-78-8

宇栄原2-3-3

首里赤平町2-4

樋川1-18-21

三原1-12-25

首里汀良町2-25-11

字国場866-5

識名1-14-19

首里真和志町1-55

花　城　景　俊

新　城　紀　成

比屋定　理　英

宮　国　ハル子

比　嘉　一　清

長　田　利恵子

宮　城　松　巧

石　川　正　幸

新　崎　侑　子

浦　崎　直　有

名　前 住　所 ＴＥＬ

首里石嶺町4-339-5

字小禄1035ー5

楚辺1-7-3

泊2-9-12

東町19-5

首里石嶺町4-80-9

三原2-26-11

首里石嶺町2-75-6

古波蔵216（3-502） 

繁多川4-5-37

884-3765

858-0537

855-5177

863-2746

868-3551

886-8765

853-5601

886-0712

836-3368

854-1540

名　前 住　所 ＴＥＬ

　
５
月
12日
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
の
誕
生
日
で
す
。

　
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
ク
リ
ミ

ヤ
戦
争
で
敵
味
方
の
区
別
な
く
、

負
傷
し
た
人
達
の
看
護
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
看
護
学
校
を
創
立

し
、
近
代
看
護
を
確
立
し
ま
し
た
。

そ
の
功
績
を
讃
え
て
、
５
月
12日

が
「
看
護
の
日
」
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
那
覇
市
立
病
院
で
も
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
博
愛
・
平
等
の
精
神

を
受
け
継
ご
う
と
「
ふ
れ
あ
い
看

護
体
験
」
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
男
性
二
名
を
含
む
八

名
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
た
病
棟
で
看
護

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
新
生
児
室
で
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
高
校
生
の

奥
平
美
和
子
さ
ん
は
、
「
親
戚
の
子
を
抱
っ
こ
し
た

こ
と
は
あ
る
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
こ
わ
か
っ
た
。
お
母

さ
ん
も
看
護
師
な
の
で
、
自
分
も
バ
リ
バ
リ
看
護
師

に
な
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
整
形

外
科
で
、
患
者
さ
ん
の
車
椅
子
で
の
散
歩
を
補
助
し

た
上
地
英
嗣
さ
ん
は
、
「
も
っ
と
方
言
が
話
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
れ
ば
、
も
っ
と
患
者
さ
ん
も
病
院
で
過
ご
し

や
す
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
出
会
っ
た
！

　
　
　
　

博
愛
・
平
等
の
こ
こ
ろ
で

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
出
会
っ
た
！

　
　
　
　

博
愛
・
平
等
の
こ
こ
ろ
で

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
出
会
っ
た
！

　
　
　
　

博
愛
・
平
等
の
こ
こ
ろ
で

〜
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
〜

患者さんとのコミュニケーションが、ふれあい看護の第１歩

買物へ向かう主婦や、家路をたどる学生達でにぎわう北翔通り

「なんでこんな小さいのォ～、なんでこんなやわらかいのォ～」

　
首
里
石
嶺
町
の
Ｊ
Ａ
お
き
な

わ
北
部
マ
ー
ト
前
を
入
り
口
に

那
覇
交
通
石
嶺
営
業
所
の
あ
る

通
り
が
今
回
紹
介
す
る「
北
翔

通
り
会
」。石
嶺
町
の
情
報
を
こ

こ
か
ら
発
信
し
て
い
こ
う
と
、平

成
７
年
に「
石
嶺
団
地
前
商
店
街
」

か
ら
名
称
を
変
更
し
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
も
と
も
と
美
容
室
や
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
、飲
食
店
な
ど
地
元
に

密
着
し
た
商
店
が
建
ち
並
び
、こ

こ
に
来
れ
ば「
誰
々
さ
ん
と
こ
の

長
男
、高
校
合
格
し
た
って
よ
〜
！
」

な
ど
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と

で
き
、石
嶺
地
区
の
大
切
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。「
北
翔
通
り
会
」は
、ま
だ

歴
史
の
浅
い
通
り
会
で
す
が
、こ

れ
ま
で
の
石
嶺
地
区
を
代
表
し

た
活
動
は
多
大
な
も
の
で
す
。

　
県
外
や
海
外
の
先
進
地
視
察

を
重
ね
、周
辺
地
域
の
福
祉
施

設
を
重
視
し
た「
人
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
、通
り

会
が
中
心
と
な
っ
た「
石
嶺
北
翔

通
り
商
店
街
活
性
化
調
査
事
業
」

の
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
と
く
に
現
在
、事
業
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る「
石
嶺
福
祉
セ
ン

タ
ー
線
」は
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
北
部

マ
ー
ト
入
り
口
か
ら
県
道
２
４
１

号
線
に
抜
け
る
全
長
1，3
キ
ロ
の

新
た
な
福
祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
嶺
町
の
人
口
は
年
々
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、利
便
性
の

高
い
地
域
と
し
て
石
嶺
町
ま
で

の
モ
ノ
レ
ー
ル
延
長
を
求
め
る
活

動
も
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
住
民
が
つ
く
る
、ま
だ
ど
こ
に

も
な
い
新
し
い
街
を
こ
の
石
嶺
か

ら
実
現
し
て
い
き
ま
す
」と
座
波

永
徳
会
長
。

　
地
元
の
地
権
者
と
地
域
住
民

が
団
結
し
て
推
し
進
め
て
い
く
通

り
会
の
勢
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

2
わが街

通り会◯

住民が考える街づくりを実現

石嶺北翔通り会

わが街

通り会◯2

石嶺住民の夢を集めた未来設計図（石嶺北翔通り商店街活性化調査事業の報告書より）


